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（訂正・数値データ訂正）修正後発事象に係る 

「平成 30 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」の訂正について 

 

 

平成 30 年４月 25 日に公表いたしました「平成 30 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」に

ついて修正後発事象を反映しましたので、下記のとおり訂正させていただきます。これに伴い、

数値データ(XBRL)にも訂正がありますので、訂正後の数値データも送信します。 

 

記 

 

１．後発事象の内容 

本日公表いたしました「受注損失引当金の減少および価格調整金の計上額の変動に関するお

知らせ」のとおりです。 

 

２．訂正箇所  

訂正箇所は添付の「平成 30 年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」に下線で表示していま

す。 

 

以 上 



平成30年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）

上場会社名 日本車輌製造株式会社

平成30年4月25日

上場取引所 東 名

コード番号 7102 URL http://www.n-sharyo.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 五十嵐　一弘

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員総務部長 （氏名） 垣屋　誠 TEL 052-882-3316

定時株主総会開催予定日 平成30年6月28日 有価証券報告書提出予定日 平成30年6月28日

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 95,310 △5.7 7,266 ― 7,315 ― ―

29年3月期 101,093 △8.9 △5,104 ― △5,149 ―

△8,271

△5,124 ―

（注）包括利益 30年3月期　　△6,884百万円 （―％） 29年3月期　　△5,270百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 ― 5.7 7.6

29年3月期

△57.30

△35.50 ―

△33.8

△16.7 △3.9 △5.0

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 81百万円 29年3月期 149百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 127,413 20,954 16.4 144.46

29年3月期 129,193 28,108 21.7 194.10

（参考） 自己資本 30年3月期 20,851百万円 29年3月期 28,018百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 △37,192 11,793 29,830 15,837

29年3月期 △2,338 △553 1,175 11,713

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 36,000 △20.3 700 △87.4 700 △87.6 500 ― 3.46

通期 88,000 △7.7 2,800 △58.3 2,700 △60.1 2,200 ― 15.24

（訂正後）



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 146,750,129 株 29年3月期 146,750,129 株

② 期末自己株式数 30年3月期 2,406,621 株 29年3月期 2,402,654 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 144,345,391 株 29年3月期 144,351,217 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 89,426 △1.2 6,458 ― 6,505 ― ―

29年3月期 90,485 △1.8 △5,125 ― △5,230 ―

△13,812

△5,083 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 ―

29年3月期

△95.68

△35.21 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 109,579 9,435 8.6 65.36

29年3月期 103,733 22,475 21.7 155.70

（参考） 自己資本 30年3月期 9,435百万円 29年3月期 22,475百万円

2. 平成31年 3月期の個別業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,000 △2.7 2,700 △54.9 2,200 ― 15.24

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。詳細は、添付資料Ｐ.２「１.経
営成績等の概況（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
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1. 経営成績等の概況

(1)経営成績に閲する分析

①当期の概況

当連結会計年度のわが国経済は、 各種政策の効果や海外景気の緩やかな回復を背景に、 生産、 輸出、 雇用などにお

いて改善の動きが続いています。

このような経営環境のもと、 当連結会計年度の当社グループの業績は、 鉄構や建設機械の売上が増加しましたが、

鉄道車両や輸送用機器の売上が減少したことなどから、 売J:::高は前連結会計年度に比べ 5. 7%減少の 9 5 3億 1 0 

百万円となりました。 利益面につきましては、 米国向け大型鉄道車両案件について引当計上していた金額の戻し入れ

を行ったほか、 建設機械事業の利益が増加したことなどにより、 営業利益は72億 6 6百万円（前連結会計年度は営

業損失 5 1 億4百万円）、 経常利益は7 3億 1 5百万円（前連結会計年度は経常損失 5 1 億4 9百万円）となりまし

た。 しかしながら、 米国向け大型鉄道車両案件の解決金を支払うことによる特別損失を計J:::したことなどから、 親会

社株主に帰属する当期純損失は82億7 1 百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失 5 1 億24百

万円）となりました。

②事業別の概況

鉄道車両事業

JR 向け車両は、 JR 東海向け N700S 確認試験車、 JR 東海向けおよび JR 西日本向け N700A新幹線電

車、 JR 東日本向けレール運搬車などの売上があり、 売J:::高は28 5 億 5 3百万円となりました。 公営・民営鉄道向

け車両では、 小田急電鉄向け70 0 0 0形ロマンスカ ー、 京成電鉄向け 30 0 0形電車、 名古屋市交通局向け N

3000形電車、 名古屋鉄道向け 3 1 5 0系電車および 3 3 0 0系電車、 遠州鉄道向け2000形電車などの売上が

あり、 その売上裔は72億 5 5百万円となりました。 海外向け車両では、 米国向け二階建て客車などの売上があり、

売J:::高は 5 6億4 6百万円となりました。 この結果、 鉄道車両事業としましては、 JR 向け車両は増加しましたが、

海外向け車両および公営・民営鉄道向け車両が減少したことなどにより、 売上高は414億 54百万円となり、 前連

結会計年度に比べ 1 4. 6%減少となりました。

輸送用機器・鉄構事業

輸送用機器におきましては、 受注が堅調に推移したLPG民生用バルクローリを中心とした化工機製品やキャリ

ヤ· AGVなどの産業車両製品が増加しましたが、 コ ンテナ貨車等の物流機器製品が減少したことなどにより、 売上

高は11 2億2 9百万円となり、 前連結会計年度に比べ1 6. 1 %減少しました。

鉄構におきましては、 東海環状自動車道長深4橋梁、 北関東自動車道太田パ ーキングエリアランプ橋、 国道 1 号静

清バイパス丸子高架橋、 富士川第一跨線橋、 東海道新幹線大規模改修工事などの売上があり、 売上高は1 1 2億 4 5 

百万円となり、 前連結会計年度に比べ3 0. 7%増加となりました。

以上の結果、 輸送用機器・鉄構事業の売上高は224億74百万円となり、 前連結会計年度に比べ2. 2%増加と

なりました。

建設機械事業

建設機械におきましては、 国内向けで東日本大震災復輿工事や東京オリンピック関連工事の需要などにより、 大型

杭打機が引き続き堅調に推移したほか、 全回転チュ ー ビング装置や小型杭打機などが増加しました。 海外向けでは大

型杭打機などを輸出しました。 この結果、 売上高は21 3億 6 0百万円となり、 前連結会計年度に比べ1 0. 8%増

加しました。

発電機におきましては、 海外向けが減少しましたが国内向けが増加し、 売上高は 32億 1 2百万円となり、 前連結

会計年度に比べ2. 4%増加しました。

以上の結果、 建設機械事業の売上高は24 5億7 3百万円となり、 前連結会計年度に比べ 9. 6%増加となりまし

た。

エンジニアリング事業

JR 東海向けリニア用機械設備、 JA向け営農プラント、 家庭紙メ ーカ ー向け製造設備などの売上がありました

が、 鉄道車両検修設備が減少したことなどにより、 エンジニアリング事業の売上高は 6 5億 5 9百万円となり、 前連

結会計年度に比べ1 2. 5%減少となりました。

その他

レ ー ザ加工機、 不動産賃貸などの売上がありました。 なお、 当連結会計年度に鉄道グッズ販売事業を終了してお

ります。

日本車輌製造（株）（7102） 
　平成30年３月期　決算短信

- 2 -



当期における海外向け売上高は、 鉄道車両事業56億46百万円、 建設機械事業33億86百万円など合計

9 0億34百万円で、 売上高に占める比率は9.5%となりました。

また、 当期末の受注残高は943億10百万円で、 その内訳は、 JR各社向け車両ではN700A新幹線電車など

3 4 1億21百万円、 公営・民営鉄道向け車両17 6億75百万円、 海外向け車両10 9億69百万円など鉄道車両

事業で62 7億66百万円、 輸送用機器87億41百万円、 鉄構17 8億94百万円など輸送用機器· 鉄構事業で

2 6 6億35百万円、 建設機械事業で25億49百万円、 エンジニアリング事業で23億16百万円となっておりま

す。

③次期の見通し

次期の連結業績につきましては、 売上高は主に鉄道車両事業やエンジニアリング事業が減少することから減収とな

る見通しです。 利益面では、 減収の影響はあるものの国内事業は引き続き堅調に推移するものと見込んでおります。

このため、 営業利益・経常利益は前年度に発生した米国向け大型鉄道車両案件についての引当金額の戻入処理が発生

しないことなどにより、 減益となりますが、 当連結会計年度に続き黒字となる見通しです。

親会社に帰属する当期純利益は、 当連結会計年度に発生した米国向け大型鉄道車両案件の解決金の支払に伴う特別

損失が発生しないため、 黒字となる見通しです。

鉄道車両事業は国内向け•海外向け車両が共に減少することから、 減収となる見通しです。 輸送用機器・鉄構事業

は、 鉄構は橋梁工事案件が増加しますが、 輸送用機器は貨車などが減少することから、 事業全体では減収となる見通

しです。 建設機械事業は国内向け建設機械が引き続き好調に推移することから、 高水準を維持できる見通しです。 エ

ンジニアリング事業は営農プラントなどが減少することから、 減収となる見通しです。

以上から、 次期連結業績見通しは、 売上裔880億円、 営業利益28億円、 経常利益27億円、 親会社株主に帰属

する当期純利益22億円をそれぞれ予想しております。

(2)財政状態に関する分析

①資産、 負債、 及び純資産の状況

(A)資産

流動資産は前期末に比べ3. 7%減少し72 2億65百万円となりました。 これは、 米国子会社の売上減少に伴

う資金収支の悪化のため現金及び預金が減少したことなどによるものであります。 固定資産は前期末に比べ

1. 9%増加し55 1億47百万円となりました。 これは、 運用資産の評価額が増したことから退職給付に係る資

産が増加したことなどによるものであります。

この結果、 総資産は前期末に比べ1.4%減少し1,274億13百万円となりました。

(B)負債

流動負債は前期末に比べ40. 2%減少し420億53百万円となりました。 これは、 米国向け大型鉄道車両案

件の和解に伴い受注損失引当金が減少したことなどによるものであります。 固定負債は前期末に比べ109.7%

増加し644億5百万円となりました。 これは、 米国向け大型鉄道車両案件の和解に伴う解決金の支払いに充当す

ることを目的として調達した長期借入金が増加したことなどによるものであります。

この結果、 負債合計は前期末に比べ5.3%増加し1,064億58百万円となりました。

(C)純資産

前期末に比べ25.4o/o減少し20 9億54百万円となりました。 これは、 親会社株主に帰属する当期純損失の

ため利益剰余金が減少したことなどによるものであります。
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②キャッシュ ・ フロ ーの状況

当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前期末に比べ 4 1 億 2 3 百万円増加し、 1 5 8 

億 3 7 百万円となりました。当期における各キャッシュ ・ フロ ーの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(A)営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー

3 7 1 億9 2百万円の資金の使用（前期は2 3億3 8 百万円の資金の使用）となりました。これは、 当期は米国

向け大型鉄道車両案件の和解に伴い解決金を支払ったことなどから、 前期に比べて資金の使用が多いことによるも

のであります。

(B)投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー

1 1 7 億 9 3 百万円の資金の獲得（前期は 5 億 5 3 百万円の資金の使用）となりました。これは、 当期は非事業

用資産を売却したことなどから、 前期に比べて資金の獲得が多いことによるものであります。

(C)財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー

2 9 8 億 3 0 百万円の資金の獲得（前期は 1 1 億 7 5 百万円の資金の獲得）となりました。これは、 借入による

資金調達が大幅に増加したことなどから、 前期に比べて資金の獲得が多いことによるものであります。

③キャッシュ ・ フロ ー 関連指標の推移

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

自己資本比率 44. 7% 35. 4% 25. 2% 21. 7% lli..i%. 

時価ベースの
43. 7% 34. 2% 30. 3% 33. 1% 33. 6%

自己資本比率

キャッシュ ・ フロ ー

4. 3 11. 5
対有利子負債比率

インタレスト ・ カバ

レッジ ・ レシオ
35. 7 12. 3

自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ ・ フロ ー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ ・ フロ ー

インタレスト ・ カバレッジ ・ レシオ ：営業キャッシュ ・ フロ ー／利払い

（注）1. 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

2. 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

3. キャッシュ ・ フロ ーは営業キャッシュ ・ フロ ーを使用しております。

4. 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。

(3)利益配分に閲する基本方針及び当期 ・ 次期の配当

将来にわたり安定的な株主利益を確保するため、 積極的な事業展開を推進し、 長期的に安定配当を維持していくこ

とを基本方針としておりますが、 現在の経営状況に鑑み、 当期の期末配当については誠に遺憾ながら無配とさせて頂

きます。また、 次期の中間配当、 期末配当につきましても、 無配とさせていただく予定です。業績回復に全力を挙げ

てまいりますので、 株主の皆さまには何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。

日本車輌製造（株）（7102） 
　平成30年３月期　決算短信

- 4 -



2. 継続企業の前提に関する重要事象等

当社グルー プは、 これまで大きな損失を発生させていた米国向け大型鉄道車両案件に関して、 案件遂行の方向性

について協議を行ってまいりました。その結果、 当連結会計年度に、 関係当事者への影欝を最小限にする方策とし

て当社とは別の車両メー カ ー（以下、 「代替メー カ ー 」という。）が当該案件における車両の製造を行うこととな

りました。これに伴い、 当社は当該案件の直接の受注者である住友商事株式会社及び米朴I住友商事会社（以下、 あ

わ せ て「住友 商 事 グ ル ー プ」と い う 。 ） と交渉を 進 め て ま い り ま し た が 、 当 社 お よ びNIPPON SHARYO 

MANUFACTURING, LLC (以下、 「日車MFG」という。）が、 住友商事グルー プに対して合計328,942千米ドルを解決金

として支払い、 当該案件を住友商事グルー プとの間で終局的に解決することを内容とする和解契約の締結を平成29

年11月6日開催の取締役会で決定し、 同日付けで締結しました。この結果、 当連結会計年度において、 親会社株主

に帰属する当期純損失8 2億7 1百万円を計上しています。

これを踏まえ、 継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しておりま

すが、 上記解決金の支払いにより、 今後、 当該案件に関する新たな損失は発生しない見通しとなりました。また、

主力の国内事業については、 安定的に利益を計上しており、 鉄道車両や橋梁は高水準の受注残がある中で、 引き続

き受注獲得に努めていくとともに、 好調な建設機械事業においては他事業の生産設備の活用などにより最大限の売

上の確保を図ってまいります。同時に、 原価低減および経費の削減を一層推し進め、 利益体質の強化を図ってまい

ります。これらの施策については当社グルー プの総力を挙げて取り組み、 業績改善に繋げてまいります。

資金面については、 健全な財務バランスを保ちつつ、 事業活動に必要な資金の安定的な確保および流動性の維持

に努めております。具体的には、 上記解決金の支払いに充てることを目的とした資金については、 平成29年11月30

日に親会社（東海旅客鉄道（株）から借人を行い、 当連結会計年度において解決金の支払いを完了しております。ま

た、 当社は親会社グルー プが運営するCMS(キャッシュ ・ マネジメント ・ システム）に参画しております。これ

により、 資金調達については、 設備投資資金および運転資金等の必要資金は内部資金を充当するほか、 親会社との

連携強化により当座必要となる資金をCMSから機動的に調達できる状態としているため、 資金流動性について

は、 資金計画に基づき想定される需要に十分対応できる資金を確保しております。

以上のとおり、 重要事象等を解消し、 改善するための対応策を講じていることから、 継続企業の前提に関する重

要な不確実性は認められないと判断しております。

3. 会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グルー プは、 わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（日本基準）を適用しております。

将来の国際会計基準(I FRS)の適用につきましては、 我が国における制度適用の状況を踏まえながら検討を進め

ていく考えです。
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4. 連結財務諸表及び主な注記

(1)連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（平成29年3月31日） （平成30年3月31日）

資産の部
流動資産

現金及び預金 11, 913 8,503 

受取手形及び売掛金 31,290 27,890 

商品及び製品 1,805 1,900 

半製品 1, 188 1, 156 

仕掛品 25,099 22,293 

原材料及び貯蔵品 2,002 1,354 

繰延税金資産 60 51 

短期貸付金 7,534 

その他 1,698 1,585 

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 75,054 72,265 

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,014 8,418 

機械装置及び運搬具（純額） 3,119 2,733 

士地 15,064 14,996 

リ ー ス資産（純額） 1,814 1,716 

建設仮勘定 170 34 

その他（純額） 804 664 

有形固定資産合計 29,989 28,564 

無形固定資産 782 692 

投資その他の資産

投資有価証券 18,407 19,340 

繰延税金資産 86 85 

退職給付に係る資産 4,082 5,623 

その他 818 868 

貸倒引当金 △ 26 △ 26

投資その他の資産合計 23,367 25,891 

固定資産合計 54,139 55,147 

資産合計 129,193 127,413 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（平成29年3月31日） （平成30年3月31日）

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金 10,924 11, 580 

電子記録債務 10,215 10,683 

短期借入金 1,595 
1年内返済予定の長期借入金 5,000 287 

未払費用 8,105 3,397 

未払法人税等 565 132 

前受金 10,190 3,466 

賞与引当金 1,602 1,605 

工事損失引当金 430 35 

受注損失引当金 16,605 §,_l盆
その他 5,145 � 

流動負債合計 70,379 42,053 

固定負債
長期借入金 19,173 55,399 

リ ー ス債務 1,764 1,724 

繰延税金負債 8,680 6,233 

環境対策引当金 461 457 

石綿健康被害補償引当金 92 99 

退職給付に係る負債 258 272 

その他 275 218 

固定負債合計 30,705 64,405 

負債合計 101,085 106,458 

純資産の部
株主資本

資本金 11,810 11, 810 

資本剰余金 12,046 12,046 

利益剰余金 △ 3,158 △ 11. 659

自己株式 △ 514 △ 516

株主資本合計 20,183 11, 681 

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 6,905 7,708 

繰延ヘッジ損益 5 △7

為替換算調整勘定 △ 2,068 △ 2. 190

退職給付に係る調整累計額 2,993 3,660

その他の包括利益累計額合計 7,834 こ

非支配株主持分 90 102 

純資産合計 28, 108 20,954 

負債純資産合計 129,193 127,413 
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(2)連結損益計算蓄及び連結包括利益計算粛

（連結損益計算吾）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費

営業利益又は営業損失（△）

営業外収益
受取利息
受取配当金
持分法による投資利益
為替差益
受取保険金
受取契約違約金
その他

営業外収益合計

営業外費用
支払利息
租税公課
為替差損
契約違約金
その他

営業外費用合計

経常利益又は経常損失（△）

特別利益
固定資産売却益
投資有価証券売却益
特別利益合計

特別損失
固定資産除売却損
借入金繰上返済費用
解決金の支払に伴う損失
減損損失
投資有価証券評価損
その他

特別損失合計

税金等調整前当期純損失（△）

法人税、 住民税及び事業税
法人税等調整額

法人税等合計

当期純損失（△）

非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成

28年 4 月 1�
至 29年 3 月 31 日）

（自 平成
成

29年 4 月 1 日
至 平 30年 3 月 31 日）

101,093 95,310 

98,500 80,897 

2,593 14,413 

7,697 7,147 

△ 5,104 L盈泣

15 34 

249 276 

149 81 

179 

39 32 

155 

149 82 

783 663 

177 211 

85 42 

252 

452 

113 106 

829 613 

△ 5,149 l.,_l__lli 

651 9, 111 

23 53 

674 9,164 

48 161 

1,076 

26,445 

2 34 

8 ゜

3 

59 27,720 

△ 4,534 △ 11,240

449 105 

130 △ 3,089

579 △ 2,984

△ 5,114 △糾 255

10 15 

△ 5,124 △ 8,271
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（連結包括利益計算粛）
（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成 28年4月1日

至 29年3月31日）
（自 平成成 29年4月1日

至 平 30年3月31日）
当期純損失（△） △ 5,114 △ 8,255
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △ 123 777
繰延ヘッジ損益 2 △4
為替換算調整勘定 201 △ 104
退職給付に係る調整額 △ 248 667
持分法適用会社に対する持分相当額 11 35
その他の包括利益合計 △ 156 LJ.ll 

包括利益 △ 5,270 △ 6,884
（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △ 5,280 △ 6,899
非支配株主に係る包括利益 10 15 
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(3)連結株主資本等変動計算粛

前連結会計年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年 3月31日）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11, 810 12,046 1,966 △ 513 25,309 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 5, 124 △ 5,124 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動

自己株式の取得 △l △l 

自己株式の処分

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △ 5, 124 △l △ 5,126 

当期末残高 11, 810 12,046 △ 3, 158 △ 514 20,183 

その他の包括利益累計額
非支配

純資産合計その他有価証券 繰延ヘッジ 為替換算 退職給付に係 その他の包括 株主持分
評価差額金 損益 調整勘定 る調整累計額 利益累計額合計

当期首残高 7,012 △l △ 2,261 3,241 7,990 82 33,383 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 5,124 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動

自己株式の取得 △1 

自己株式の処分

株主資本以外の項目の △ 107 7 192 △ 248 △ 156 7 △ 148 
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △ 107 7 192 △ 248 △ 156 7 △ 5,274 

当期末残病 6,905 5 △ 2,068 2,993 7,834 90 28,108 
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当連結会計年度（自 平成29年 4 月 1 日 至 平成30年 3 月 31 日）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11, 810 12,046 △ 3, 158 △ 514 20,183 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 8.271 △ 8,271 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動 △ 229 △ 229 

自己株式の取得 △ l △ l 

自己株式の処分 ゜ ゜ ゜

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 ゜ △ 8,500 △ l △ 8,501 

当期末残病 11, 810 12,046 △ 11,659 △ 516 11,681 

その他の包括利益累計額
非支配

純資産合計その他有価証券 繰延ヘッジ 為替換算 退職給付に係 その他の包括 株主持分
評価差額金 損益 調整勘定 る調整累計額 利益累計額合計

当期首残高 6,905 5 △ 2,068 2,993 7,834 90 28,108 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 8,271 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動 5 △ 40 △ 35 △ 265 

自己株式の取得 △1 

自己株式の処分 ゜

株主資本以外の項目の 802 △ 18 £:.l1Q 667 1....lli 12 上巫泣当期変動額（純額）

当期変動額合計 802 △ 13 △ 667 � 12 △ 7,154 

当期末残高 7,708 △7 △ 2,190 3,660 込 102 20,954 
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(4) 連結キャッシュ ・ フロ ー計算粛
（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成 28年4 月 1 日

至 29年 3 月 31 日）
（自 平成成 29年4 月 1 日

至 平 30年 3 月 31 日）
営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー

税金等調整前当期純損失（△） △ 4,534 △ 11,240

減価償却費 2,730 2,728

減損損失 2 34 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 10 △l
賞与引当金の増減額（△は減少） 6 2

工事損失引当金の増減額（△は減少） 313 △ 394

受注損失引当金の増減額（△は減少） 3,637 △ 10, 158

環境対策引当金の増減額（△は減少） 127 △4

石綿健康被害補償引当金の増減額（△は減少） △ 42 7 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17 13 

受取利息及び受取配当金 △ 265 △ 311

支払利息 177 211

借入金繰上返済費用 1,076 

解決金の支払に伴う損失 26,445 

持分法による投資損益（△は益） △ 149 △ 81

投資有価証券売却損益（△は益） △ 23 △ 53

有形固定資産除売却損益（△は益） △ 622 △ 9,066

売上債権の増減額（△は増加） △ 10,685 3,366 

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,064 3,247 

仕入債務の増減額（△は減少） 659 1, 146 

前受金の増減額（△は減少） △ 4,547 △ 1,208

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △ 349 △ 873

その他 1,644 △ 3,394

小計 △ 2,848 1,492

利息及び配当金の受取額 265 311 

利息の支払額 △ 178 △ 168

借入金繰上返済費用の支払額 △ 1,076

解決金の支払額 △ 37,001

法人税等の支払額 422 △ 749

営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー △ 2,338 △ 37,192

投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △ 1,077 △ 1,000

有形固定資産の売却による収入 897 12,827 

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 33 100

その他 △ 403 △ 129

投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー △ 553 11, 793 

財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,268 △ 1,595

長期借入れによる収入 56,000 

長期借入金の返済による支出 △ 24,486

配当金の支払額 △0 △2

その他 △ 92 △ 84

財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー 1, 175 29,830 

現金及び現金同等物に係る換算差額 183 △ 307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,533 4,123

現金及び現金同等物の期首残高 13,247 11, 713

現金及び現金同等物の期末残高 11, 713 15,837
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(5)連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（和解契約の締結）

米国向け大型鉄道車両案件については、 平成28年12月に当該案件を予定通り遂行することが困難になった旨を

客先に申し入れ、 案件遂行の方向性について、 関係当事者と協議を行ってまいりましたが、 当連結会計年度にお

いて、 関係当事者への影響を最小限にする方策として代替メ ー カ ーが当該案件における車両の製造を行うことと

なりました。 これに伴い、 当社は当該案件の直接の受注者である住友商事グルー プと交渉を進めてまいりました

が、 当社およびNIPPON SHARYO MANUFACTURING, LLCが、 住友商事グルー プに対して合計328,942千米ドルを解決

金として支払い、 本案件を住友商事グルー プとの間で終局的に解決することを内容とする和解契約の締結を平成

29年11月 6 日開催の取締役会で決定し、 同日付けで締結しました。

これらを踏まえ、 前連結会計年度末に計上した受注損失引当金について3,156 百万円の戻し入れを行った結

果、 当連結会計年度末における当該案件に係る受注損失引当金の残高は1. 802百万円となりました。 また、 解決

金を支払うことに伴い生じた損失26,445百万円を特別損失に計上しております。 なお、 当連結会計年度において

解決金の支払いを完了しております。

（親会社へ譲渡した固定資産）

当社は、 平成29年 4 月20日に豊川製作所、 衣浦製作所、 嗚海製作所の主場資産を当社の親会社（東海旅客鉄道

味）へ譲渡しました。 当該取引は、 当社の親会社との取引であり、 かつ、 譲渡した丁場資産は譲渡後も親会社と

の間で賃貸借契約を締結して当社が従前どおり工場として使用を継続しているため、 これら工場資産の土地

11,975百万円およびその他の有形固定資産4,022百万円（いずれも平成30年 3 月末日の帳簿価額）については売

買処理を行っておらず、 有形固定資産に計上しております。 なお、 当該取引はファイナンス ・ リ ース取引には該

当しないため、 工場資産の譲渡価額は長期借入金(1年内返済予定の長期借入金を含む）に計上しており、 平成

30年 3 月末日の残高は20,686百万円であります。
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（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

1. 連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数 6社

主要な連結子会社の名称

味日車エンジニアリング、 NIPPON SHARYO U. S. A. , INC. 、 重車輛主業味、 味日車ビジネスアソシエイツ

(2)主要な非連結子会社の名称等

会社名

上海日車科技コンサルタンツ（荀

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は小規模であり、 総資産、 売上高、 当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に

見合う額）等が、 いずれも連結財務諸表に重要な影密を及ぼしていないためであります。

2. 持分法の適用に関する事項

(1)持分法適用の関連会社数 2社

会社名

日泰サービス味、 日本電装昧

持分法適用関連会社であった台湾車輛股扮洵は、 同社が実施した増資の結果、 当社の持分比率が低下し関

連会社ではなくなったため、 当連結会計年度より持分法適用の範囲から除外しております。

(2)持分法を適用しない非連結子会社および関連会社

主要な会社名

上海日車科技コンサルタンツ（杓

（持分法を適用しない理由）

持分法を適用していない非連結子会社および関連会社は、 いずれも小規模であり、 合計の当期純損益（持分

に見合う額）および利益剰余金（持分に見合う額）等が、 いずれも連結財務諸表に璽要な影響を及ぼさないた

め、 持分法の適用範囲から除いております。

(3)持分法の適用の手続について特に記載すべき事項

持分法適用会社のうち、 決算日が連結決算日と異なる会社については、 当該会社の事業年度に係る直近の財務

諸表を使用しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、 NIPPON SHARYO U. S. A. , INC. ならびに同社傘下のNIPPON SHARYO MANUFACTURING, LLCおよび

NIPPON SHARYO ENGINEERING & MARKETING, LLCの決算日は、 12月 31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、 同決算日現在の財務諸表を使用しております。 ただし、 1月1日から連結決

算日 3 月 31日までの期間に発生した重要な取引については、 連結上必要な調整を行っております。

4. 会計方針に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

a 時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、 売却原価は移動平

均法により算定）

b 時価のないもの

移動平均法による原価法

② たな卸資産

a 商品及び製品、 仕掛品

主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

b 半製品、 原材料及び貯蔵品

主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）
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(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リ ース資産を除く）

a 建物（建物附属設備を除く）ならびに平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物

定額法

b その他の有形固定資産

主として定率法

なお、 主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10~60年

機械装置及び連搬具 6~17年

② 無形固定資産（リ ース資産を除く）

定額法

なお、 自社利用のソフトウェアについては、 社内における利用可能期間(5年）に基づいております。

③ リ ース資産

所有権移転外ファイナンス ・ リ ース取引に係るリ ース資産

リ ース期間を耐用年数とし、 残存価額を零（残価保証の取決めがあるものは当該保証額）とする定額法

(3)璽要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、 一般債権については貸倒実績率等により、 貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、 回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、 支給見込額に基づき計上しております。

③ 工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備えるため、 当連結会計年度末における未引渡し工事のうち、 損失の発生が

見込まれ、 かつ、 その金額を合理的に見積もることが可能な工事について、 その損失見込額を計上しており

ます。

④ 受注損失引当金

工事契約を除く受注契約に係る将来の損失に備えるため、 当連結会計年度末において将来の損失が見込ま

れ、 かつ、 その金額を合理的に見積もることが可能なものについて、 その損失見込額を計上しております。

⑤ 環境対策引当金

保管するPCB廃棄物について、 日本環境安全事業株式会社から公表されている処理単価等に基づき算出

した処理費用見込額を計上しております。

⑥ 石綿健康被害補償引当金

石綿健康被害者の元従業員に対して、 発生すると見込まれる補償額を計上しております。

(4)退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、 退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、 給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、 その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(15年）による定額法により費

用処理しております。

数理計算上の差異は、 それぞれの発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(15年）を処理年数

とする定額法により、 翌連結会計年度から費用処理しております。

(5)重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

a 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

b その他の丁事

工事完成基準
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(6)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、 連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、 換算差額は損益として処理しており

ます。 なお、 在外子会社の資産および負債は、 在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、 収益お

よび費用は在外子会社の会計期間に基づく期中平均相場により円貨に換算し、 換算差額は純資産の部における為

替換算調整勘定に含めて計上しております。

(7)重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。

なお、 振当処理の要件を満たしている為替予約および通貨スワップについては振当処理によっており、 特

例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

（通貨関連）
ヘッジ手段…為替予約、 通貨スワップ

ヘッジ対象… 外貨建債権債務および外貨建予定取引、 借入金および借入金の支払利息

（金利関連）
ヘッジ手段•金利スワップ

ヘッジ対象…借入金の支払金利

③ ヘッジ方針

内部規定に基づき、 為替変動リスクおよび金利変動リスクをヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象とヘッジ手段について、 相場変動額またはキャッシュ ・ フロ ー変動額を、 ヘッジ期間全体にわ

たり比較し、 有効性を評価しております。 ただし、 特例処理によっている金利スワップについては、 有効性

の評価を省略しております。

(8)連結キャッシュ ・ フロ ー計算書における資金の範囲

手許現金、 随時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、 かつ、 価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から3か月以内に償遠期限の到来する短期投資からなっております。

(9)その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式
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（セグメント情報）

1. 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、 当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、 取締役

会が、 経営資源の配分の決定および業績を評価するために、 定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、 製品・サ ー ビス別を基本とした事業本部制を採用しており、 各事業本部は、 取り扱う製品・サ ー

ビスについて包括的な戦略を立案し、 事業活動を展閲しております。

したがって、 当社グループは、 事業本部を基礎とした製品・サ ー ビス別のセグメントから構成されており、 「鉄道

車両事業」、 「輸送用機器・鉄構事業」、 「建設機械事業」および「エンジニアリング事業」の4つを報告セグメン

トとしております。

「鉄道車両事業」は、 電車、 気動車など鉄道車両の製造・販売を行っております。 「輸送用機器・鉄構事業」は、

貨車、 タンクロ ーリ、 大型陸上車両など輸送用機器の製造・販売および道路橋、 鉄道橋などの製造・架設・販売を

行っております。 「建設機械事業」は、 杭打機、 クロ ーラクレーン、 全回転チュ ー ビング装置、 可搬式ディ ーゼル発

電機、 非常用発電装置などの製造・販売を行っております。 「エンジニアリング事業」は、 車両検修設備、 営農プラ

ント、 製紙関連設備などの製造・販売を行っております。

2. 報告セグメントごとの売上裔、 利益又は損失、 資産、 負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同 一であります。

報告セグメントの利益は、 営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高は、 第三者間取引価格に基づいております。

3. 報告セグメントごとの売上高、 利益又は損失、 資産、 負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成28年 4 月 1 日 至平成29年 3 月 31 日）

報告セグメント
その他

合計鉄道車両 輸送用機器 建設機械 エンジニア （注） 1
事業 ・鉄構事業 事業 リング事業

売上高

外部顧客への売上高 48,553 21,983 22,419 7,495 640 101,093 

セグメント間の内部売上高
366 335 6 ゜ 190 900 

又は振替高

計 48,920 22,319 22,426 7,496 831 101,993 

セグメント利益又は損失（△） △ 9,836 1,760 4,194 8 264 △ 3,609

セグメント資産 57,786 19,971 23, 104 3,990 719 105,572 

その他の項目

減価償却費 1,249 386 734 17 7 2,395 

有形固定資産及び無形固定
747 82 1,398 2 ゜ 2,231 

資産の増加額

（単位：百万円）

連結財務諸表調整額
計上額

（注） 2 
（注） 3 

101,093 

△ 900

△ 900 101,093 

△ 1,495 △ 5,104

23,621 129,193 

334 2,730 

130 2,361 

（注） 1. 「その他」の区分は、 報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、 レ ー ザ加工機の製造・販

売、 鉄道グッズ販売、 不動産賃貸などを含んでおります。

2. 調整額は、 以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△)の調整額には、 全社費用△1,537百万円およびたな卸資産の調整額30

百万円などが含まれております。 なお、 全社費用は、 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

(2) セグメント資産の調整額には、 全社資産21,149百万円、 セグメント間取引に係る債権の相殺消去

△ 122百万円およびたな卸資産の調整額△so百万円などが含まれております。 なお、 全社資産は、 主に

報告セグメントに帰属しない長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産であります。

3. セグメント利益又は損失（△)は、 連結損益計算吾の営業損失と調整を行っております。
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当連結会計年度（自平成29年 4 月 1 日 至平成30年 3 月 31 日）

（単位：百万円）

報告セグメント 連結財務諸表その他
合計

調整額
計上額鉄道車両 輸送用機器 建設機械 エンジニア （注） 1 （注） 2 

事業 ・鉄構事業 事業 リング事業 （注） 3 

売上高

外部顧客への売上高 41,454 22,474 24,573 6,559 247 95,310 95,310 

セグメント間の内部売上高
260 331 ， 23 192 816 △ 816

又は振替高

計 41,715 22,806 24,582 6,583 439 96,127 △ 816 95,310 

セグメント利益又は損失（△） ム皿 1,990 5,270 △ 74 △ 93 邑 △ 1,239 L.1§§ 

セグメント資産 46,176 19,734 22,723 4,684 668 93,987 33,426 127,413 

その他の項目

減価償却費 1,340 318 760 13 1 2,434 293 2,728 

有形固定資産及び無形固定
562 143 962 4 ゜ 1,673 107 1,780 

資産の増加額

（注） 1. 「その他」の区分は、 報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、 レ ー ザ加丁機の製造・販

売、 鉄道グッズ販売、 不動産賃貸などを含んでおります。

2. 調整額は、 以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△)の調整額には、 全社費用△1,294百万円およびセグメント間取引消去

41百万円などが含まれております。 なお、 全社費用は、 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

(2) セグメント資産の調整額には、 全社資産29,889百万円、 セグメント間取引に係る債権の相殺消去

△ 135百万円およびたな卸資産の調整額△67百万円などが含まれております。 なお、 全社資産は、 主に

報告セグメントに帰属しない長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産であります。

3. セグメント利益又は損失（△)は、 連結損益計算曹の営業利益と調整を行っております。

4. 報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度において、 従来「その他」の区分に含まれていた「エンジニアリング事業」については、 量的な重

要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、 前連結会計年度のセグメント情報は、 当連結会計年度の報告セグメントの区分に基づき作成したものを記載

しております。
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(1株当たり情報）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年4月1日 （自 平成29年4月1日

至 平成29年3月31日） 至 平成30年3月31日）

1株当たり純資産額 194. 10円 144.46円

1株当たり当期純損失（△） △ 35. 50円 △ 57. 30已

（注） 1. 潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、 1株当たり当期純損失であり、 また、 潜在株式が存在して

いないため記載しておりません。

2. 1株当たり当期純損失の算定上の基礎は、 以下のとおりであります。

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年4月1� （自 平成29年4月1�

至 平成29年3月31日） 至 平成30年3月31日）

親会社株主に帰属する当期純損失（△）
△ 5,124 △ 8,271

（百万円）

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る親会社株主に帰属する
△ 5,124 △ 8,271

当期純損失（△）（百万円）

期中平均株式数（千株） 144,351 144,345 
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5. その他

(1)生産、 受注および販売の状況

①生産実績

事 業 区 分

鉄 道 車 両

輸送用機器・鉄構

建 設 機 械

エンジニアリング

そ の 他

合 計

②受注状況

事 業 区 分

鉄 道 車 両

輸送用機器・鉄構

受 建 設 機 械
注

高
エンジニアリング

そ の 他

合 計

鉄 道 車 両

受
輸送用機器・鉄構

注 建 設 機 械

残 エンジニアリング

高
そ の 他

合 計

前連結会計年度 当連結会計年度

（平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4.1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

37,663 4 2. 5 39,251 4 3. 7 

22,374 2 5. 2 22,188 2 4. 7 

21,473 2 4. 2 21,639 2 4. 1 

7,071 8. 0 6,685 7.4 

139 0. 1 91 0. 1 

88,722 1 0 0. 0 89,856 1 0 0. 0 

前連結会計年度 当連結会計年度

（平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4.1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

78,241 5 8. 5 16, 171 2 3. 0 

26,366 1 9. 7 23,150 3 3. 0 

21,869 1 6. 3 24,548 3 5. 0 

6,767 5. 1 6,088 8. 7 

581 0.4 234 0. 3 

133,825 1 0 0. 0 70,193 1 0 0. 0 

125,499 8 0. 0 62,766 6 6. 6 

25,959 1 6. 6 26,635 2 8. 2 

2,574 1. 6 2,549 2. 7 

2,788 1. 8 2,316 2. 5 

55 0. 0 42 0. 0 

156,877 1 0 0. 0 94,310 1 0 0. 0 

（注）米国向け大型鉄道車両案件の製造を代替メ ー カ ーが行うこととなったため、 鉄道車両事業の受注残高が減少し

ています。

③販売状況

前連結会計年度 当連結会計年度

事 業 区 分 （平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4. 1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両
48,553 

4 8. 0 
41,454 

4 3. 5 
(14, 253) (5, 646) 

輸送用機器・鉄構
21,983 

2 1. 8 
22,474 

2 3. 6 
(378) (0) 

建 設 機 械
22,419 

2 2. 2 
24,573 

2 5. 8 
(4, 167) (3, 386) 

エンジニアリング
7,495 

7.4 
6,559 

6.9 
(1) (1) 

そ 他
640 247 

の
（一）

0. 6
（一）

0. 2

合 計 101, 093 1 0 0. 0 95,310 1 0 0. 0 

（うち海外向け売上分） (18, 800) (18.6) (9, 034) (9. 5) 
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平成30年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）
平成30年4月25日

上場会社名 日本車輌製造株式会社 上場取引所 東 名

コード番号 7102 URL http://www.n-sharyo.co.jp

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 五十嵐　一弘

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員総務部長 （氏名） 垣屋　誠 TEL 052-882-3316

定時株主総会開催予定日 平成30年6月28日 有価証券報告書提出予定日 平成30年6月28日

配当支払開始予定日 ―

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 95,310 △5.7 6,715 ― 6,764 ― ―

29年3月期 101,093 △8.9 △5,104 ― △5,149 ―

△8,821

△5,124 ―

（注）包括利益 30年3月期　　△7,405百万円 （―％） 29年3月期　　△5,270百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 ― 5.3 7.0

29年3月期

△61.12

△35.50 ―

△36.5

△16.7 △3.9 △5.0

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 81百万円 29年3月期 149百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 127,413 20,432 16.0 140.85

29年3月期 129,193 28,108 21.7 194.10

（参考） 自己資本 30年3月期 20,330百万円 29年3月期 28,018百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 △37,192 11,793 29,830 15,837

29年3月期 △2,338 △553 1,175 11,713

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 36,000 △20.3 700 △87.4 700 △87.6 500 ― 3.46

通期 88,000 △7.7 2,800 △58.3 2,700 △60.1 2,200 ― 15.24

（訂正前）



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 146,750,129 株 29年3月期 146,750,129 株

② 期末自己株式数 30年3月期 2,406,621 株 29年3月期 2,402,654 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 144,345,391 株 29年3月期 144,351,217 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 89,426 △1.2 5,936 ― 5,984 ― ―

29年3月期 90,485 △1.8 △5,125 ― △5,230 ―

△14,333

△5,083 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 ―

29年3月期

△99.30

△35.21 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 109,058 8,913 8.2 61.75

29年3月期 103,733 22,475 21.7 155.70

（参考） 自己資本 30年3月期 8,913百万円 29年3月期 22,475百万円

2. 平成31年 3月期の個別業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,000 △2.7 2,700 △54.9 2,200 ― 15.24

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。詳細は、添付資料Ｐ.２「１.経
営成績等の概況（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
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1. 経営成績等の概況

(1)経営成績に閲する分析

①当期の概況

当連結会計年度のわが国経済は、 各種政策の効果や海外景気の緩やかな回復を背景に、 生産、 輸出、 雇用などにお

いて改善の動きが続いています。

このような経営環境のもと、 当連結会計年度の当社グループの業績は、 鉄構や建設機械の売上が増加しましたが、

鉄道車両や輸送用機器の売上が減少したことなどから、 売J:::高は前連結会計年度に比べ 5. 7%減少の 9 5 3億 1 0 

百万円となりました。 利益面につきましては、 米国向け大型鉄道車両案件について引当計上していた金額の戻し入れ

を行ったほか、 建設機械事業の利益が増加したことなどにより、 営業利益は 67億 1 5百万円（前連結会計年度は営

業損失 5 1 億4百万円）、 経常利益は 67億 64百万円（前連結会計年度は経常損失 5 1 億4 9百万円）となりまし

た。 しかしながら、 米国向け大型鉄道車両案件の解決金を支払うことによる特別損失を計J:::したことなどから、 親会

社株主に帰属する当期純損失は88億2 1 百万円（前連結会計年度は親会社株主に帰属する当期純損失 5 1 億24百

万円）となりました。

②事業別の概況

鉄道車両事業

JR 向け車両は、 JR 東海向け N700S 確認試験車、 JR 東海向けおよび JR 西日本向け N700A新幹線電

車、 JR 東日本向けレール運搬車などの売上があり、 売J:::高は2 8 5億 5 3百万円となりました。 公営・民営鉄道向

け車両では、 小田急電鉄向け70 0 0 0形ロマンスカ ー、 京成電鉄向け 30 0 0形電車、 名古屋市交通局向け N

3000形電車、 名古屋鉄道向け 3 1 5 0系電車および 3 3 0 0系電車、 遠州鉄道向け2000形電車などの売上が

あり、 その売上裔は72億 5 5百万円となりました。 海外向け車両では、 米国向け二階建て客車などの売上があり、

売J:::高は 5 6億4 6百万円となりました。 この結果、 鉄道車両事業としましては、 JR 向け車両は増加しましたが、

海外向け車両および公営・民営鉄道向け車両が減少したことなどにより、 売上高は414億 54百万円となり、 前連

結会計年度に比べ1 4. 6%減少となりました。

輸送用機器・鉄構事業

輸送用機器におきましては、 受注が堅調に推移したLPG民生用バルクローリを中心とした化工機製品やキャリ

ヤ· AGVなどの産業車両製品が増加しましたが、 コ ンテナ貨車等の物流機器製品が減少したことなどにより、 売上

高は11 2億2 9百万円となり、 前連結会計年度に比べ1 6. 1 %減少しました。

鉄構におきましては、 東海環状自動車道長深4橋梁、 北関東自動車道太田パ ーキングエリアランプ橋、 国道 1 号静

清バイパス丸子高架橋、 富士川第一跨線橋、 東海道新幹線大規模改修工事などの売上があり、 売上高は 1 1 2億4 5 

百万円となり、 前連結会計年度に比べ3 0. 7%増加となりました。

以上の結果、 輸送用機器・鉄構事業の売上高は224億74百万円となり、 前連結会計年度に比べ2. 2%増加と

なりました。

建設機械事業

建設機械におきましては、 国内向けで東日本大震災復輿工事や東京オリンピック関連工事の需要などにより、 大型

杭打機が引き続き堅調に推移したほか、 全回転チュ ー ビング装置や小型杭打機などが増加しました。 海外向けでは大

型杭打機などを輸出しました。 この結果、 売上高は2 1 3億 60百万円となり、 前連結会計年度に比べ 1 0. 8%増

加しました。

発電機におきましては、 海外向けが減少しましたが国内向けが増加し、 売上高は 32億 1 2百万円となり、 前連結

会計年度に比べ2. 4%増加しました。

以上の結果、 建設機械事業の売上高は24 5億7 3百万円となり、 前連結会計年度に比べ 9. 6%増加となりまし

た。

エンジニアリング事業

JR 東海向けリニア用機械設備、 JA向け営農プラント、 家庭紙メ ーカ ー向け製造設備などの売上がありました

が、 鉄道車両検修設備が減少したことなどにより、 エンジニアリング事業の売上高は 6 5億 5 9百万円となり、 前連

結会計年度に比べ 1 2. 5%減少となりました。

その他

レ ー ザ加工機、 不動産賃貸などの売上がありました。 なお、 当連結会計年度に鉄道グッズ販売事業を終了してお

ります。
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当期における海外向け売上高は、 鉄道車両事業56億46百万円、 建設機械事業33億86百万円など合計

9 0億34百万円で、 売上高に占める比率は9.5%となりました。

また、 当期末の受注残高は943億10百万円で、 その内訳は、 JR各社向け車両ではN700A新幹線電車など

3 4 1億21百万円、 公営・民営鉄道向け車両17 6億75百万円、 海外向け車両10 9億69百万円など鉄道車両

事業で62 7億66百万円、 輸送用機器87億41百万円、 鉄構17 8億94百万円など輸送用機器· 鉄構事業で

2 6 6億35百万円、 建設機械事業で25億49百万円、 エンジニアリング事業で23億16百万円となっておりま

す。

③次期の見通し

次期の連結業績につきましては、 売上高は主に鉄道車両事業やエンジニアリング事業が減少することから減収とな

る見通しです。 利益面では、 減収の影響はあるものの国内事業は引き続き堅調に推移するものと見込んでおります。

このため、 営業利益・経常利益は前年度に発生した米国向け大型鉄道車両案件についての引当金額の戻入処理が発生

しないことなどにより、 減益となりますが、 当連結会計年度に続き黒字となる見通しです。

親会社に帰属する当期純利益は、 当連結会計年度に発生した米国向け大型鉄道車両案件の解決金の支払に伴う特別

損失が発生しないため、 黒字となる見通しです。

鉄道車両事業は国内向け•海外向け車両が共に減少することから、 減収となる見通しです。 輸送用機器・鉄構事業

は、 鉄構は橋梁工事案件が増加しますが、 輸送用機器は貨車などが減少することから、 事業全体では減収となる見通

しです。 建設機械事業は国内向け建設機械が引き続き好調に推移することから、 高水準を維持できる見通しです。 エ

ンジニアリング事業は営農プラントなどが減少することから、 減収となる見通しです。

以上から、 次期連結業績見通しは、 売上裔880億円、 営業利益28億円、 経常利益27億円、 親会社株主に帰属

する当期純利益22億円をそれぞれ予想しております。

(2)財政状態に関する分析

①資産、 負債、 及び純資産の状況

(A)資産

流動資産は前期末に比べ3. 7%減少し72 2億65百万円となりました。 これは、 米国子会社の売上減少に伴

う資金収支の悪化のため現金及び預金が減少したことなどによるものであります。 固定資産は前期末に比べ

1. 9%増加し55 1億47百万円となりました。 これは、 運用資産の評価額が増したことから退職給付に係る資

産が増加したことなどによるものであります。

この結果、 総資産は前期末に比べ1.4%減少し1,274億13百万円となりました。

(B)負債

流動負債は前期末に比べ39. 5%減少し425億75百万円となりました。 これは、 米国向け大型鉄道車両案

件の和解に伴い受注損失引当金が減少したことなどによるものであります。 固定負債は前期末に比べ109.7%

増加し644億5百万円となりました。 これは、 米国向け大型鉄道車両案件の和解に伴う解決金の支払いに充当す

ることを目的として調達した長期借入金が増加したことなどによるものであります。

この結果、 負債合計は前期末に比べ5.8%増加し1, 0 6 9億80百万円となりました。

(C)純資産

前期末に比べ27.3o/o減少し204億32百万円となりました。 これは、 親会社株主に帰属する当期純損失の

ため利益剰余金が減少したことなどによるものであります。
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②キャッシュ ・ フロ ーの状況

当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前期末に比べ 4 1 億 2 3 百万円増加し、 1 5 8 

億 3 7 百万円となりました。当期における各キャッシュ ・ フロ ーの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(A)営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー

3 7 1 億9 2百万円の資金の使用（前期は2 3億3 8 百万円の資金の使用）となりました。これは、 当期は米国

向け大型鉄道車両案件の和解に伴い解決金を支払ったことなどから、 前期に比べて資金の使用が多いことによるも

のであります。

(B)投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー

1 1 7 億 9 3 百万円の資金の獲得（前期は 5 億 5 3 百万円の資金の使用）となりました。これは、 当期は非事業

用資産を売却したことなどから、 前期に比べて資金の獲得が多いことによるものであります。

(C)財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー

2 9 8 億 3 0 百万円の資金の獲得（前期は 1 1 億 7 5 百万円の資金の獲得）となりました。これは、 借入による

資金調達が大幅に増加したことなどから、 前期に比べて資金の獲得が多いことによるものであります。

③キャッシュ ・ フロ ー 関連指標の推移

平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期 平成29年3月期 平成30年3月期

自己資本比率 44. 7% 35. 4% 25. 2% 21. 7% lli..Q.% 

時価ベースの
43. 7% 34. 2% 30. 3% 33. 1% 33. 6%

自己資本比率

キャッシュ ・ フロ ー

4. 3 11. 5
対有利子負債比率

インタレスト ・ カバ

レッジ ・ レシオ
35. 7 12. 3

自己資本比率 ：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率 ：株式時価総額／総資産

キャッシュ ・ フロ ー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ ・ フロ ー

インタレスト ・ カバレッジ ・ レシオ ：営業キャッシュ ・ フロ ー／利払い

（注）1. 各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

2. 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

3. キャッシュ ・ フロ ーは営業キャッシュ ・ フロ ーを使用しております。

4. 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象として

おります。

(3)利益配分に閲する基本方針及び当期 ・ 次期の配当

将来にわたり安定的な株主利益を確保するため、 積極的な事業展開を推進し、 長期的に安定配当を維持していくこ

とを基本方針としておりますが、 現在の経営状況に鑑み、 当期の期末配当については誠に遺憾ながら無配とさせて頂

きます。また、 次期の中間配当、 期末配当につきましても、 無配とさせていただく予定です。業績回復に全力を挙げ

てまいりますので、 株主の皆さまには何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。
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2. 継続企業の前提に関する重要事象等

当社グルー プは、 これまで大きな損失を発生させていた米国向け大型鉄道車両案件に関して、 案件遂行の方向性

について協議を行ってまいりました。その結果、 当連結会計年度に、 関係当事者への影欝を最小限にする方策とし

て当社とは別の車両メー カ ー（以下、 「代替メー カ ー 」という。）が当該案件における車両の製造を行うこととな

りました。これに伴い、 当社は当該案件の直接の受注者である住友商事株式会社及び米朴I住友商事会社（以下、 あ

わ せ て「住友 商 事 グ ル ー プ」と い う 。 ） と交渉を 進 め て ま い り ま し た が 、 当 社 お よ びNIPPON SHARYO 

MANUFACTURING, LLC (以下、 「日車MFG」という。）が、 住友商事グルー プに対して合計328,942千米ドルを解決金

として支払い、 当該案件を住友商事グルー プとの間で終局的に解決することを内容とする和解契約の締結を平成29

年11月6日開催の取締役会で決定し、 同日付けで締結しました。この結果、 当連結会計年度において、 親会社株主

に帰属する当期純損失88億2 1百万円を計上しています。

これを踏まえ、 継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在していると認識しておりま

すが、 上記解決金の支払いにより、 今後、 当該案件に関する新たな損失は発生しない見通しとなりました。また、

主力の国内事業については、 安定的に利益を計上しており、 鉄道車両や橋梁は高水準の受注残がある中で、 引き続

き受注獲得に努めていくとともに、 好調な建設機械事業においては他事業の生産設備の活用などにより最大限の売

上の確保を図ってまいります。同時に、 原価低減および経費の削減を一層推し進め、 利益体質の強化を図ってまい

ります。これらの施策については当社グルー プの総力を挙げて取り組み、 業績改善に繋げてまいります。

資金面については、 健全な財務バランスを保ちつつ、 事業活動に必要な資金の安定的な確保および流動性の維持

に努めております。具体的には、 上記解決金の支払いに充てることを目的とした資金については、 平成29年11月30

日に親会社（東海旅客鉄道（株）から借人を行い、 当連結会計年度において解決金の支払いを完了しております。ま

た、 当社は親会社グルー プが運営するCMS(キャッシュ ・ マネジメント ・ システム）に参画しております。これ

により、 資金調達については、 設備投資資金および運転資金等の必要資金は内部資金を充当するほか、 親会社との

連携強化により当座必要となる資金をCMSから機動的に調達できる状態としているため、 資金流動性について

は、 資金計画に基づき想定される需要に十分対応できる資金を確保しております。

以上のとおり、 重要事象等を解消し、 改善するための対応策を講じていることから、 継続企業の前提に関する重

要な不確実性は認められないと判断しております。

3. 会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グルー プは、 わが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（日本基準）を適用しております。

将来の国際会計基準(I FRS)の適用につきましては、 我が国における制度適用の状況を踏まえながら検討を進め

ていく考えです。
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4. 連結財務諸表及び主な注記

(1)連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（平成29年3月31日） （平成30年3月31日）

資産の部
流動資産

現金及び預金 11, 913 8,503 

受取手形及び売掛金 31,290 27,890 

商品及び製品 1,805 1,900 

半製品 1, 188 1, 156 

仕掛品 25,099 22,293 

原材料及び貯蔵品 2,002 1,354 

繰延税金資産 60 51 

短期貸付金 7,534 

その他 1,698 1,585 

貸倒引当金 △5 △4

流動資産合計 75,054 72,265 

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,014 8,418 

機械装置及び運搬具（純額） 3,119 2,733 

士地 15,064 14,996 

リ ー ス資産（純額） 1,814 1,716 

建設仮勘定 170 34 

その他（純額） 804 664 

有形固定資産合計 29,989 28,564 

無形固定資産 782 692 

投資その他の資産

投資有価証券 18,407 19,340 

繰延税金資産 86 85 

退職給付に係る資産 4,082 5,623 

その他 818 868 

貸倒引当金 △ 26 △ 26

投資その他の資産合計 23,367 25,891 

固定資産合計 54,139 55,147 

資産合計 129,193 127,413 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（平成29年3月31日） （平成30年3月31日）

負債の部
流動負債

支払手形及び買掛金 10,924 11, 580 

電子記録債務 10,215 10,683 

短期借入金 1,595 
1年内返済予定の長期借入金 5,000 287 

未払費用 8,105 3,397 

未払法人税等 565 132 

前受金 10,190 3,466 

賞与引当金 1,602 1,605 

工事損失引当金 430 35 

受注損失引当金 16,605 � 

その他 5,145 土謳

流動負債合計 70,379 42,575 

固定負債
長期借入金 19,173 55,399 

リ ー ス債務 1,764 1,724 

繰延税金負債 8,680 6,233 

環境対策引当金 461 457 

石綿健康被害補償引当金 92 99 

退職給付に係る負債 258 272 

その他 275 218 

固定負債合計 30,705 64,405 

負債合計 101,085 106,980 

純資産の部
株主資本

資本金 11,810 11, 810 

資本剰余金 12,046 12,046 

利益剰余金 △ 3,158 △ 12,210

自己株式 △ 514 △ 516

株主資本合計 20,183 11, 130 

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 6,905 7,708 

繰延ヘッジ損益 5 △7

為替換算調整勘定 △ 2,068 △ 2. 161

退職給付に係る調整累計額 2,993 3,660

その他の包括利益累計額合計 7,834 込

非支配株主持分 90 102 

純資産合計 28, 108 20,432 

負債純資産合計 129,193 127,413 
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(2)連結損益計算蓄及び連結包括利益計算粛
（連結損益計算吾）

売上高
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益又は営業損失（△）
営業外収益

受取利息
受取配当金
持分法による投資利益
為替差益
受取保険金
受取契約違約金
その他
営業外収益合計

営業外費用
支払利息
租税公課
為替差損
契約違約金
その他
営業外費用合計

経常利益又は経常損失（△）
特別利益

固定資産売却益
投資有価証券売却益
特別利益合計

特別損失
固定資産除売却損
借入金繰上返済費用
解決金の支払に伴う損失
減損損失
投資有価証券評価損
その他
特別損失合計

税金等調整前当期純損失（△）
法人税、 住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計
当期純損失（△）
非支配株主に帰属する当期純利益
親会社株主に帰属する当期純損失（△）

（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成 28年4月1�

至 29年3月31日）
（自 平成成 29年4月1日

至 平 30年3月31日）
101,093 95,310 

98,500 81,447 
2,593 13,862 
7,697 7,147 

△ 5,104 二

15 34 
249 276 
149 81 
179 

39 32 
155 

149 82 
783 663 

177 211 
85 42 

252 
452 
113 106 
829 613 

△ 5,149 邑

651 9, 111 
23 53 

674 9,164 

48 161 
1,076 

26,445 
2 34 
8 ゜

3 
59 27,720 

△ 4,534 △ 11, 790
449 105 
130 △ 3,089
579 △ 2,984

△ 5,114 △糾806
10 15 

△ 5,124 △ 8,821
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（連結包括利益計算粛）
（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成 28年4月1日

至 29年3月31日）
（自 平成成 29年4月1日

至 平 30年3月31日）
当期純損失（△） △ 5,114 △ 8,806
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △ 123 777
繰延ヘッジ損益 2 △4
為替換算調整勘定 201 △ 

退職給付に係る調整額 △ 248 667 
持分法適用会社に対する持分相当額 11 35 
その他の包括利益合計 △ 156 上幽

包括利益 △ 5,270 △ 7,405
（内訳）

親会社株主に係る包括利益 △ 5,280 △ 7,421
非支配株主に係る包括利益 10 15 
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(3)連結株主資本等変動計算粛

前連結会計年度（自 平成28年4月1日 至 平成29年 3月31日）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11, 810 12,046 1,966 △ 513 25,309 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 5, 124 △ 5,124 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動

自己株式の取得 △l △l 

自己株式の処分

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △ 5, 124 △l △ 5,126 

当期末残高 11, 810 12,046 △ 3, 158 △ 514 20,183 

その他の包括利益累計額
非支配

純資産合計その他有価証券 繰延ヘッジ 為替換算 退職給付に係 その他の包括 株主持分
評価差額金 損益 調整勘定 る調整累計額 利益累計額合計

当期首残高 7,012 △l △ 2,261 3,241 7,990 82 33,383 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 5,124 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動

自己株式の取得 △1 

自己株式の処分

株主資本以外の項目の △ 107 7 192 △ 248 △ 156 7 △ 148 
当期変動額（純額）

当期変動額合計 △ 107 7 192 △ 248 △ 156 7 △ 5,274 

当期末残病 6,905 5 △ 2,068 2,993 7,834 90 28,108 
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当連結会計年度（自 平成29年 4 月 1 日 至 平成30年 3 月 31 日）

（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 11, 810 12,046 △ 3, 158 △ 514 20,183 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 8.821 △ 8,821 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動 △ 229 △ 229 

自己株式の取得 △ l △ l 

自己株式の処分 ゜ ゜ ゜

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 ゜ △ 9,051 △ l △ 9,052 

当期末残病 11, 810 12,046 △ 12,210 △ 516 11, 130 

その他の包括利益累計額
非支配

純資産合計その他有価証券 繰延ヘッジ 為替換算 退職給付に係 その他の包括 株主持分
評価差額金 損益 調整勘定 る調整累計額 利益累計額合計

当期首残高 6,905 5 △ 2,068 2,993 7,834 90 28,108 

当期変動額

親会社株主に帰属する △ 8,821 
当期純損失（△）

持分法の適用範囲の変動 5 △ 40 △ 35 △ 265 

自己株式の取得 △1 

自己株式の処分 ゜

株主資本以外の項目の 802 △ 18 £:..§1 667 上竿 12 .!......±11 当期変動額（純額）

当期変動額合計 802 △ 13 △ 667 上早 12 △ 7,675 

当期末残高 7,708 △7 △ 2,161 3,660 込 102 20,432 
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(4) 連結キャッシュ ・ フロ ー計算粛
（単位：百万円）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平

平
成
成 28年4 月 1 日

至 29年 3 月 31 日）
（自 平成成 29年4 月 1 日

至 平 30年 3 月 31 日）
営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー

税金等調整前当期純損失（△） △ 4,534 △ 11, 790

減価償却費 2,730 2,728

減損損失 2 34 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 10 △l
賞与引当金の増減額（△は減少） 6 2

工事損失引当金の増減額（△は減少） 313 △ 394

受注損失引当金の増減額（△は減少） 3,637 △ 9,607

環境対策引当金の増減額（△は減少） 127 △4

石綿健康被害補償引当金の増減額（△は減少） △ 42 7 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17 13 

受取利息及び受取配当金 △ 265 △ 311

支払利息 177 211

借入金繰上返済費用 1,076 

解決金の支払に伴う損失 26,445 

持分法による投資損益（△は益） △ 149 △ 81

投資有価証券売却損益（△は益） △ 23 △ 53

有形固定資産除売却損益（△は益） △ 622 △ 9,066

売上債権の増減額（△は増加） △ 10,685 3,366

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,064 3,247

仕入債務の増減額（△は減少） 659 1, 146

前受金の増減額（△は減少） △ 4,547 △ 1,208

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △ 349 △ 873

その他 1,644 △ 3,394

小計 △ 2,848 1,492

利息及び配当金の受取額 265 311 

利息の支払額 △ 178 △ 168

借入金繰上返済費用の支払額 △ 1,076

解決金の支払額 △ 37,001

法人税等の支払額 422 △ 749

営業活動によるキャッシュ ・ フロ ー △ 2,338 △ 37,192

投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △ 1,077 △ 1,000

有形固定資産の売却による収入 897 12,827 

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 33 100

その他 △ 403 △ 129

投資活動によるキャッシュ ・ フロ ー △ 553 11, 793 

財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,268 △ 1,595

長期借入れによる収入 56,000 

長期借入金の返済による支出 △ 24,486

配当金の支払額 △0 △2

その他 △ 92 △ 84

財務活動によるキャッシュ ・ フロ ー 1, 175 29,830 

現金及び現金同等物に係る換算差額 183 △ 307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 1,533 4,123

現金及び現金同等物の期首残高 13,247 11, 713

現金及び現金同等物の期末残高 11, 713 15,837
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(5)連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（和解契約の締結）

米国向け大型鉄道車両案件については、 平成28年12月に当該案件を予定通り遂行することが困難になった旨を

客先に申し入れ、 案件遂行の方向性について、 関係当事者と協議を行ってまいりましたが、 当連結会計年度にお

いて、 関係当事者への影響を最小限にする方策として代替メ ー カ ーが当該案件における車両の製造を行うことと

なりました。 これに伴い、 当社は当該案件の直接の受注者である住友商事グルー プと交渉を進めてまいりました

が、 当社およびNIPPON SHARYO MANUFACTURING, LLCが、 住友商事グルー プに対して合計328,942千米ドルを解決

金として支払い、 本案件を住友商事グルー プとの間で終局的に解決することを内容とする和解契約の締結を平成

29年11月 6 日開催の取締役会で決定し、 同日付けで締結しました。

これらを踏まえ、 前連結会計年度末に計上した受注損失引当金について3,156 百万円の戻し入れを行った結

果、 当連結会計年度末における当該案件に係る受注損失引当金の残高は2,356 百万円となりました。 また、 解決

金を支払うことに伴い生じた損失26,445百万円を特別損失に計上しております。 なお、 当連結会計年度において

解決金の支払いを完了しております。

（親会社へ譲渡した固定資産）

当社は、 平成29年 4 月20日に豊川製作所、 衣浦製作所、 嗚海製作所の主場資産を当社の親会社（東海旅客鉄道

味）へ譲渡しました。 当該取引は、 当社の親会社との取引であり、 かつ、 譲渡した丁場資産は譲渡後も親会社と

の間で賃貸借契約を締結して当社が従前どおり工場として使用を継続しているため、 これら工場資産の土地

11,975百万円およびその他の有形固定資産4,022百万円（いずれも平成30年 3 月末日の帳簿価額）については売

買処理を行っておらず、 有形固定資産に計上しております。 なお、 当該取引はファイナンス ・ リ ース取引には該

当しないため、 工場資産の譲渡価額は長期借入金(1年内返済予定の長期借入金を含む）に計上しており、 平成

30年 3 月末日の残高は20,686百万円であります。
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（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

1. 連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数 6社

主要な連結子会社の名称

味日車エンジニアリング、 NIPPON SHARYO U. S. A. , INC. 、 重車輛主業味、 味日車ビジネスアソシエイツ

(2)主要な非連結子会社の名称等

会社名

上海日車科技コンサルタンツ（荀

（連結の範囲から除いた理由）

非連結子会社は小規模であり、 総資産、 売上高、 当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に

見合う額）等が、 いずれも連結財務諸表に重要な影密を及ぼしていないためであります。

2. 持分法の適用に関する事項

(1)持分法適用の関連会社数 2社

会社名

日泰サービス味、 日本電装昧

持分法適用関連会社であった台湾車輛股扮洵は、 同社が実施した増資の結果、 当社の持分比率が低下し関

連会社ではなくなったため、 当連結会計年度より持分法適用の範囲から除外しております。

(2)持分法を適用しない非連結子会社および関連会社

主要な会社名

上海日車科技コンサルタンツ（杓

（持分法を適用しない理由）

持分法を適用していない非連結子会社および関連会社は、 いずれも小規模であり、 合計の当期純損益（持分

に見合う額）および利益剰余金（持分に見合う額）等が、 いずれも連結財務諸表に璽要な影響を及ぼさないた

め、 持分法の適用範囲から除いております。

(3)持分法の適用の手続について特に記載すべき事項

持分法適用会社のうち、 決算日が連結決算日と異なる会社については、 当該会社の事業年度に係る直近の財務

諸表を使用しております。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、 NIPPON SHARYO U. S. A. , INC. ならびに同社傘下のNIPPON SHARYO MANUFACTURING, LLCおよび

NIPPON SHARYO ENGINEERING & MARKETING, LLCの決算日は、 12月 31日であります。

連結財務諸表の作成にあたっては、 同決算日現在の財務諸表を使用しております。 ただし、 1月1日から連結決

算日 3 月 31日までの期間に発生した重要な取引については、 連結上必要な調整を行っております。

4. 会計方針に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

a 時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、 売却原価は移動平

均法により算定）

b 時価のないもの

移動平均法による原価法

② たな卸資産

a 商品及び製品、 仕掛品

主として個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

b 半製品、 原材料及び貯蔵品

主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

定）
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(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リ ース資産を除く）

a 建物（建物附属設備を除く）ならびに平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物

定額法

b その他の有形固定資産

主として定率法

なお、 主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 10~60年

機械装置及び連搬具 6~17年

② 無形固定資産（リ ース資産を除く）

定額法

なお、 自社利用のソフトウェアについては、 社内における利用可能期間(5年）に基づいております。

③ リ ース資産

所有権移転外ファイナンス ・ リ ース取引に係るリ ース資産

リ ース期間を耐用年数とし、 残存価額を零（残価保証の取決めがあるものは当該保証額）とする定額法

(3)璽要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、 一般債権については貸倒実績率等により、 貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を検討し、 回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

従業員賞与の支給に備えるため、 支給見込額に基づき計上しております。

③ 工事損失引当金

受注工事に係る将来の損失に備えるため、 当連結会計年度末における未引渡し工事のうち、 損失の発生が

見込まれ、 かつ、 その金額を合理的に見積もることが可能な工事について、 その損失見込額を計上しており

ます。

④ 受注損失引当金

工事契約を除く受注契約に係る将来の損失に備えるため、 当連結会計年度末において将来の損失が見込ま

れ、 かつ、 その金額を合理的に見積もることが可能なものについて、 その損失見込額を計上しております。

⑤ 環境対策引当金

保管するPCB廃棄物について、 日本環境安全事業株式会社から公表されている処理単価等に基づき算出

した処理費用見込額を計上しております。

⑥ 石綿健康被害補償引当金

石綿健康被害者の元従業員に対して、 発生すると見込まれる補償額を計上しております。

(4)退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、 退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、 給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、 その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(15年）による定額法により費

用処理しております。

数理計算上の差異は、 それぞれの発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定年数(15年）を処理年数

とする定額法により、 翌連結会計年度から費用処理しております。

(5)重要な収益及び費用の計上基準

完成工事高及び完成工事原価の計上基準

a 当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

b その他の丁事

工事完成基準
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(6)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

外貨建金銭債権債務は、 連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、 換算差額は損益として処理しており

ます。 なお、 在外子会社の資産および負債は、 在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、 収益お

よび費用は在外子会社の会計期間に基づく期中平均相場により円貨に換算し、 換算差額は純資産の部における為

替換算調整勘定に含めて計上しております。

(7)重要なヘッジ会計の方法

① ヘッジ会計の方法

原則として繰延ヘッジ処理によっております。

なお、 振当処理の要件を満たしている為替予約および通貨スワップについては振当処理によっており、 特

例処理の要件を満たしている金利スワップについては特例処理によっております。

② ヘッジ手段とヘッジ対象

（通貨関連）
ヘッジ手段…為替予約、 通貨スワップ

ヘッジ対象… 外貨建債権債務および外貨建予定取引、 借入金および借入金の支払利息

（金利関連）
ヘッジ手段•金利スワップ

ヘッジ対象…借入金の支払金利

③ ヘッジ方針

内部規定に基づき、 為替変動リスクおよび金利変動リスクをヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象とヘッジ手段について、 相場変動額またはキャッシュ ・ フロ ー変動額を、 ヘッジ期間全体にわ

たり比較し、 有効性を評価しております。 ただし、 特例処理によっている金利スワップについては、 有効性

の評価を省略しております。

(8)連結キャッシュ ・ フロ ー計算書における資金の範囲

手許現金、 随時引き出し可能な預金および容易に換金可能であり、 かつ、 価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から3か月以内に償遠期限の到来する短期投資からなっております。

(9)その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

税抜方式
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（セグメント情報）

1. 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、 当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、 取締役

会が、 経営資源の配分の決定および業績を評価するために、 定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、 製品・サ ー ビス別を基本とした事業本部制を採用しており、 各事業本部は、 取り扱う製品・サ ー

ビスについて包括的な戦略を立案し、 事業活動を展閲しております。

したがって、 当社グループは、 事業本部を基礎とした製品・サ ー ビス別のセグメントから構成されており、 「鉄道

車両事業」、 「輸送用機器・鉄構事業」、 「建設機械事業」および「エンジニアリング事業」の4つを報告セグメン

トとしております。

「鉄道車両事業」は、 電車、 気動車など鉄道車両の製造・販売を行っております。 「輸送用機器・鉄構事業」は、

貨車、 タンクロ ーリ、 大型陸上車両など輸送用機器の製造・販売および道路橋、 鉄道橋などの製造・架設・販売を

行っております。 「建設機械事業」は、 杭打機、 クロ ーラクレーン、 全回転チュ ー ビング装置、 可搬式ディ ーゼル発

電機、 非常用発電装置などの製造・販売を行っております。 「エンジニアリング事業」は、 車両検修設備、 営農プラ

ント、 製紙関連設備などの製造・販売を行っております。

2. 報告セグメントごとの売上裔、 利益又は損失、 資産、 負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、 「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同 一であります。

報告セグメントの利益は、 営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高は、 第三者間取引価格に基づいております。

3. 報告セグメントごとの売上高、 利益又は損失、 資産、 負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自平成28年 4 月 1 日 至平成29年 3 月 31 日）

報告セグメント
その他

合計鉄道車両 輸送用機器 建設機械 エンジニア （注） 1
事業 ・鉄構事業 事業 リング事業

売上高

外部顧客への売上高 48,553 21,983 22,419 7,495 640 101,093 

セグメント間の内部売上高
366 335 6 ゜ 190 900 

又は振替高

計 48,920 22,319 22,426 7,496 831 101,993 

セグメント利益又は損失（△） △ 9,836 1,760 4,194 8 264 △ 3,609

セグメント資産 57,786 19,971 23, 104 3,990 719 105,572 

その他の項目

減価償却費 1,249 386 734 17 7 2,395 

有形固定資産及び無形固定
747 82 1,398 2 ゜ 2,231 

資産の増加額

（単位：百万円）

連結財務諸表調整額
計上額

（注） 2 
（注） 3 

101,093 

△ 900

△ 900 101,093 

△ 1,495 △ 5,104

23,621 129,193 

334 2,730 

130 2,361 

（注） 1. 「その他」の区分は、 報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、 レ ー ザ加工機の製造・販

売、 鉄道グッズ販売、 不動産賃貸などを含んでおります。

2. 調整額は、 以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△)の調整額には、 全社費用△1,537百万円およびたな卸資産の調整額30

百万円などが含まれております。 なお、 全社費用は、 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

(2) セグメント資産の調整額には、 全社資産21,149百万円、 セグメント間取引に係る債権の相殺消去

△ 122百万円およびたな卸資産の調整額△so百万円などが含まれております。 なお、 全社資産は、 主に

報告セグメントに帰属しない長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産であります。

3. セグメント利益又は損失（△)は、 連結損益計算吾の営業損失と調整を行っております。
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当連結会計年度（自平成29年 4 月 1 日 至平成30年 3 月 31 日）

（単位：百万円）

報告セグメント 連結財務諸表その他
合計

調整額
計上額鉄道車両 輸送用機器 建設機械 エンジニア （注） 1 （注） 2 

事業 ・鉄構事業 事業 リング事業 （注） 3 

売上高

外部顧客への売上高 41,454 22,474 24,573 6,559 247 95,310 95,310 

セグメント間の内部売上高
260 331 ， 23 192 816 △ 816

又は振替高

計 41,715 22,806 24,582 6,583 439 96,127 △ 816 95,310 

セグメント利益又は損失（△） 寧 1,990 5,270 △ 74 △ 93 lJlli.§_ △ 1,239 止早

セグメント資産 46,176 19,734 22,723 4,684 668 93,987 33,426 127,413 

その他の項目

減価償却費 1,340 318 760 13 1 2,434 293 2,728 

有形固定資産及び無形固定
562 143 962 4 ゜ 1,673 107 1,780 

資産の増加額

（注） 1. 「その他」の区分は、 報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、 レ ー ザ加丁機の製造・販

売、 鉄道グッズ販売、 不動産賃貸などを含んでおります。

2. 調整額は、 以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失（△)の調整額には、 全社費用△1,294百万円およびセグメント間取引消去

41百万円などが含まれております。 なお、 全社費用は、 主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

(2) セグメント資産の調整額には、 全社資産29,889百万円、 セグメント間取引に係る債権の相殺消去

△ 135百万円およびたな卸資産の調整額△67百万円などが含まれております。 なお、 全社資産は、 主に

報告セグメントに帰属しない長期投資資金（投資有価証券）および管理部門に係る資産であります。

3. セグメント利益又は損失（△)は、 連結損益計算曹の営業利益と調整を行っております。

4. 報告セグメントの変更等に関する事項

当連結会計年度において、 従来「その他」の区分に含まれていた「エンジニアリング事業」については、 量的な重

要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、 前連結会計年度のセグメント情報は、 当連結会計年度の報告セグメントの区分に基づき作成したものを記載

しております。
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(1株当たり情報）

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年4月1日 （自 平成29年4月1日

至 平成29年3月31日） 至 平成30年3月31日）

1株当たり純資産額 194. 10円 140.85円

1株当たり当期純損失（△） △ 35. 50円 △ 61. 12已

（注） 1. 潜在株式調整後1株当たり当期純利益については、 1株当たり当期純損失であり、 また、 潜在株式が存在して

いないため記載しておりません。

2. 1株当たり当期純損失の算定上の基礎は、 以下のとおりであります。

前連結会計年度 当連結会計年度
（自 平成28年4月1� （自 平成29年4月1�

至 平成29年3月31日） 至 平成30年3月31日）

親会社株主に帰属する当期純損失（△）
△ 5,124 △ 8,821

（百万円）

普通株主に帰属しない金額（百万円）

普通株式に係る親会社株主に帰属する
△ 5,124 △ 8,821

当期純損失（△）（百万円）

期中平均株式数（千株） 144,351 144,345 
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5. その他

(1)生産、 受注および販売の状況

①生産実績

事 業 区 分

鉄 道 車 両

輸送用機器・鉄構

建 設 機 械

エンジニアリング

そ の 他

合 計

②受注状況

事 業 区 分

鉄 道 車 両

輸送用機器・鉄構

受 建 設 機 械
注

高
エンジニアリング

そ の 他

合 計

鉄 道 車 両

受
輸送用機器・鉄構

注 建 設 機 械

残 エンジニアリング

高
そ の 他

合 計

前連結会計年度 当連結会計年度

（平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4.1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

37,663 4 2. 5 39,251 4 3. 7 

22,374 2 5. 2 22,188 2 4. 7 

21,473 2 4. 2 21,639 2 4. 1 

7,071 8. 0 6,685 7.4 

139 0. 1 91 0. 1 

88,722 1 0 0. 0 89,856 1 0 0. 0 

前連結会計年度 当連結会計年度

（平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4.1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

78,241 5 8. 5 16, 171 2 3. 0 

26,366 1 9. 7 23,150 3 3. 0 

21,869 1 6. 3 24,548 3 5. 0 

6,767 5. 1 6,088 8. 7 

581 0.4 234 0. 3 

133,825 1 0 0. 0 70,193 1 0 0. 0 

125,499 8 0. 0 62,766 6 6. 6 

25,959 1 6. 6 26,635 2 8. 2 

2,574 1. 6 2,549 2. 7 

2,788 1. 8 2,316 2. 5 

55 0. 0 42 0. 0 

156,877 1 0 0. 0 94,310 1 0 0. 0 

（注）米国向け大型鉄道車両案件の製造を代替メ ー カ ーが行うこととなったため、 鉄道車両事業の受注残高が減少し

ています。

③販売状況

前連結会計年度 当連結会計年度

事 業 区 分 （平成28.4. 1~平成29.3. 31) （平成29.4. 1~平成30.3. 31) 

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

鉄 道 車 両
48,553 

4 8. 0 
41,454 

4 3. 5 
(14, 253) (5, 646) 

輸送用機器・鉄構
21,983 

2 1. 8 
22,474 

2 3. 6 
(378) (0) 

建 設 機 械
22,419 

2 2. 2 
24,573 

2 5. 8 
(4, 167) (3, 386) 

エンジニアリング
7,495 

7.4 
6,559 

6.9 
(1) (1) 

そ 他
640 247 

の
（一）

0. 6
（一）

0. 2

合 計 101, 093 1 0 0. 0 95,310 1 0 0. 0 

（うち海外向け売上分） (18, 800) (18.6) (9, 034) (9. 5) 
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